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,
 

ょかわら ③ 、 
世 帯 数 14,003 

（昭和52年 1月 1日現在）住民基本台帳から 

男 	25,299人 

女 27,000人 

市 の 人 口 

52,299人 

r すなろ国体」の成功を市欝讐 If4 c2)認算ニき綴姦鷲綴驚訟ら面ニ孟A:f1f 慧難’， 

鱗
多
ぐ
岳
石

す
も
ム
国
一
 

一
敏
”
を
石
赦
‘

り
 

記 り 

ケ
m
'4ん
ーそ

邑
 

一
月
一
‘
日
（
水
 

）
晴
 

一
 
ー
 
昭
和
五
二
年
度
政
 

1
者
し
 
府
予

算
の
大
蔵
原
案
 

・

フ
 

1
内
示
の
前
日
と
あ
っ

工
ー
 
て
、

あ
わ
た
だ
し
い

一
 

空
気
の
中
で
は
あ
っ
 

た
が
目
差
し
た
陳
情

先
の
す
べ
て
の
方
に
お
会
い
で

き
て
ラ
ッ
キ
ー
な
一
日
だ
っ
た
。
 

H
、
乾
橋
補
修
工
事
に

つ
い

て
、
口
、
三
四
三
号
線
立
体
交

差
架
橋
事
業
の
新
規
採
択
に

つ

い
て
、
日
、
公
共
下
水
道
の
早

期
完
成
に

つ
い
て
は
、
建
設
大

臣
長
谷
川
四
郎
、
政
務
次
官
小

沢
一
郎
、
事
務
次
官
高
橋
弘
篤
、
 

技
監
井
上
孝
、
道
路
局
長
浅
井

新

一
郎
、
国
道
第
二
課
長
渡
辺

修
自
、
都
市
局
長
中
村
清
、
下

水
道
部
長
井
前
勝
人
、
公
共
下

水
道
課
長
杉
岡
浩
、
街
路
課
長

渡
部
与
四
郎
の
方
々
に
陳
情
の

結
果
、
H

に
つ
い
て
は
、
融
雪

を
ま
っ
て
数
力
所
の
補
修
工
事

に
直
ち
に
着
手
す
る
が
、
な
る

べ
く
交
通
規
制
を
さ
け
る
よ
う

夜
間
の
突
貫
工
事
を
主
体
に
最

新
の
技
術
で
補
修
を
進
め
る
が
、
 

こ
の
間
地
元
と
の
話
し
合
い
を

ト
分
に
も
ち
、
仮
橋
、
新
長
大

橋
架
設
、
 一
〇

一
、
三
三
九
号

線
の
バ
イ
パ
ス
等
の
問
題
に
つ

い
て
も
、
地
域
住
民
の
意
向
を

尊
重
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く

こ
と
。
口
に
つ
い
て
は
、
じ
っ

こ
ん
の
渡
部
課
長
で
も
あ
り
市
 
 

と
し
て
は
、
既
に
側
量
、
ボ

ー
 

リ
ン
グ
、
概
要
設
計
、
国
鉄
と

の
合
議
等
受
入
れ
体
制
が
進
ん

で
い
る
事
情
を
申
し
上
げ
県
を

経
て
要
求
し
た

一
億
円
の
事
業

費
に

つ
い
て
そ
の
実
現
方
を
強

く
懇
請
し
た
。
 日
に
つ
い
て
は
、
 

昭
和
五
一
年
度
追
加
配
分

の
お

礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
 

か
ね
て
県
が
検
討
中
の
弘
前
市

を
中
心
と
し
た
流
域
下
水
道
と

は
別
に
、
五
所
川
原
市
の
公
共

下
水
道
は
既
定
方
針
ど
う
り
実

施
す
る
こ
と
を
県
に
お
い
て
最

終
決
定
を
み
た
の
で
、
新
年
度

か
ら
大
巾
な
予
算
増
額
（
三
億

円
）
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
。
 

つ
ぎ
に
 
「雇
用
促
進
事
業
団
職

業
訓
練
短
期
大

学
校
開
設
」
 
に

つ
い
て
は
、
就
任
あ
い
さ

つ
廻

り
中
の
岩
崎
隆
造
労
働
省
新
職

業
訓
練
局
長
に
お

会
い
し
て
県

論
が
統
一
さ
れ
た
経
緯
を
申
し

上
げ
、
新
年
度
設
置
に

つ
い
て

そ
の
実
現
方
を
陳
情
し
た
。
最

後
に
田
沢
吉
郎
国
土
庁
長
官
室

に
参
り
、
大
臣
就
任
の
お
祝
い

を
申
し
上
げ
「
特
別
豪
雪
地
帯

指
定
」
、
 
「雪
の
総
合
研
究
所

設
置
」
 
につ
い
て
格
段
の
ご
配

慮
を
お
願
い
し
堅
い
握
手
を
交

し
て
辞
し
た
。
 

県
東
京
事
務
所

へ
直
行
、
竹

内
知
事
、
北
村
副
知
事
に
会
い

訓
練
大
学
等
市

の
重
要
施
策
の

予
算
獲
得
に

つ
い
て
要
望
し
た
。
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H
ー
ゴ
、ミ
出
し
は
収
集
日
の
朝
 
ノ
 

／
ー
 

そ
れ
以
外
は
不
法

投
棄
で

す
 
／
 

五所川原会場で 

生
活
環
境
 

パ
ト
ロ
ー
ル
本
部
 

住
み
よ
い
 

環
境
づ
く
り
に
 

でんわ  

(5) 1414 

朝
八
時
三
十
分
ま
で
で
す
。
 

一
 

昨
年
の
秋
、
水
道
の
凍
結

防
止
を
は
か

る
こ
と
で
各
家

庭
に
、
給
水
装
置
の
冬
仕
度

を
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
年

末
年
始
に
か
け
て
最
低
気

温
が
平
年
よ
り
五
度
も
低

く
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
 

水
道
の
凍
結
と
破
裂
が
多

数
発
生
し
ま
し
た
。
ど
の

家
庭
で
も
戸
締
り
と
火
の

始
末
に
は
気
を
配
る
も
の

で
す
が
、
冬
期
間
は
水
道

の
凍
結
注
意
も
加
え
て
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
 

。
水
を
使
用
し
な
い
時

は
必
ず
水
抜
き
を
 

不
凍
給
水
せ
ん

・
水
抜

せ
ん
は
右
の
方
向
ヘ
キ
ッ

チ
リ
と
閉
め
、
蛇
口
の
ハ

ン
ド
ル
を
全
開
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
キ
ッ
チ
リ

と
閉
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
 

根
元
に
あ
る
排
水
孔
が
開
き
、
 

蛇
口
の
全
開
に
よ
っ
て
、
蛇

口
か
ら
空
気
の
圧
力
で
水
が

根
元
の
排
水
孔
か
ら
抜
け
管

に
水
が
な
く
な
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
水
を
 

出
す
と
き
中
途
ハ
ン
パ
に
開

き
ま
す
と
、
地
下
の
排
水
孔
 

か
ら
水
が
洩
れ
る
ば
か
り
で

な
く
、
凍
結
の
原
因
に
も
な

り
ま
す
の
で
、

ハ
ン
ド
ル
を

キ
ッ
チ
”
開
閉
す
る
こ
と
に

注
意
し
て
下
さ
い
。
 
（
電気

ヒ
ー
タ
ー
使
用
の
場
合
さ
し

込
み
、
断
線
の
点
検
に
注
意

し
て
ド
さ
い
。
）
 

＠
凍
結
の
応
急
手
当
は

凍
っ
た
と
き
、
無
理
に

ハ
ン
ド
ル
を
廻
さ
な
い
で

下
さ
い
。
露
出
し
て
い
る

部
分
に
布
か
タ
オ
ル
、
ど

を
巻
き

つ
け
、
熱
湯
を
少

し
ず

つ
か
け
る
と
軽
い
凍

結
の
場
合
こ
れ
で
水
が
出

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま

た
不
凍
給
水
せ
ん
で
立
ち

上
り
の
下
の
方
に
黄
色
い

保
護
管
が

つ
い
て
い
る
場

合
、
そ
の
蓋
を
上
に
持
ち

上
げ
湯
を
そ
そ
げ
ば
、
大

方
の
軽
い
凍
結
は
解
氷
さ

れ
ま
す
。
 

＠
な
お
ら
な
い
時
や
破

裂
し
た
と
き
 

ど
う
し
て
も
、
な
お
ら
な

い
場
合
や
破
裂
し
た
と
き
は
、
 

直
ち
に
不
凍
給
水
せ
ん
、
ま

た
は
水
抜
せ
ん
を
完
全
に
閉

め
、
水
道
課
か
指
定
工
事
店

に
連
絡
し
て
下
さ
い
。
 

（水
 
道
 
課
）
 

一
 

一
 

一
 

その10 

~..~..~， ~，～●●～●’ 

を
 

意
 

水道の凍結に注 

昭
和
五
十
二
年
度
の
耕
地
事

業
実
施
に
つ
い
て
、
次
の
事
項

を
ご
留
意
の
う
え
、
申
請
し
て
 

くーーご意見、要望が350件一＼ 
\―一「地域市民集会」 に生の ＼ 

市
で
は
、
毎
週
定
期
的
に
ゴ

ミ
の
収
集
に
当
っ
て
お
り
ま
す

が
、

」
部
の
方
々
か
ら
協
力
が

得
ら
れ
ず
年
中
ゴ

ミ
の
絶
え
な

い
集
積
場
所
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

見
ら
れ
ま
す
。
 

そ
の
た
め
、
犬
や
ネ

コ
が
ゴ
 

I
I、
を
散
乱
し
、
ま
ち
の
美
観
を

そ
こ
ね
た
り
、
悪
臭
を
放
つ
な

ど
、
付
近
住
民
に
も
大
き
な
め

い
わ
く
を
与
え
、
ゴ
ミ
集
積
場

所
の
返
上
の
申
し
出
が
後
を
た

ち
ま
せ
ん
。
 

ど
う
か
、
集
積
場
所
に
当
て

ら
れ
た
方
々
の
こ
と
も
考
え
、
 

ゴ
ミ
を
収
集
日
の
朝
以
外
は
、
 

絶
対
に
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。
収
集
日
の
朝
以
外
に

ゴ
ミ
を
出
し
て
い
る
人
を
発
見

し
た
方
は
、
お
互
い
注
意
し
あ

っ
て
、
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
ま
し
ょ
う
。
 

な
お
、
ゴ
ミ
の
搬
出
時
間
は
 

“市
政
に
あ
な
た
の
声
を
）
 

地
域
の
実
情
と
特
性
に
根
ぎ
し

た
問
題
点
を
話
し
合
う
「
地
域

市
民
集
会
」
は
、
さ
る
一
月
六

日
か
ら
五
日
間
、
市
内
十
の
地

区
で
行
な
わ
れ
、
期
間
を
通
じ

て
の
べ
四
百
人
の
市
民
が
出
席
、
 

豊
か
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
願
う
皆
さ
ん
か
ら
お
よ
そ
三

百
五
十
件
の
身
近
な
ご
意
見
、
 

要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
ご
意
見

や
要
望
に
対
し
早
急
に
解
決
を

必
要
と
す
る
も
の
は
五
十
二
年

度
予
算
に
反
映
、
長
期
間
に
わ

た
る
問
題
に

つ
い
て
は
長
期
計

画
を
た
て
、
逐
次
解
決
し
て
行

く
方
針
で
す
。
 

く
だ
さ
い
 

▽
申
請
期
間
 

二
月
一
日
ー
三
月
十
日
ま
で
 

▽
申
請
用
紙
 

市
土
地
改
良
課
で
交
付
し
て
 

い
ま
す
。
 

▽
補
助
対
象
事
業
 

①
農
道
整
備
（
補
修
、
新
設
 

改
良
、
橋
梁
、
他
）
 

②
か
ん
が
い
排
水
施
設
（
水
 

門
工
、
掛
樋
、
用
排
水
路
新
設
 

改
良
、
他
）
 

③
事
業
費

一
〇
万
円
以
下
の
 

小
災
害
復
旧
、
そ
の
他
 

▽
補
助
対
象
者
 

二
人
以
上
の
共
同
施
行
、
土
 

地
改
良
区
、
農
業
協
同
組
合
等
 

●

、
‘、
“
 

、I
・
・
‘
！、
‘
・
“
、
“
 

‘
、I
、
“
ー
，
、

,
"
  

・
 

帰
り
道
 
や
っ
ぱ
り
通
ろ

う
 
通
学
路
 

ゴミ出しは決められた朝に 

耕
地
事
業
の
申
請
を
受
付
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市
政
ダ

イ
ヤ
ル
 

市

政
に

つ
い

て
の
 

行
事
や

予
定
は
 

雷⑤432 1 

●

、『
I
●『●
『
 

、
。
」
，
 

「
 

叫 （平 才互〕 

書 

幕 所 平 面 皿 

●
 

ー
 

一
 

"‘川lI・”“1"""I・“，l 	m”ー””m”・小41""""""""""" ”・ー”川”“"III"' 

▽
第

一
次
造
成
分
△
 

一
、
申
込
み
資
格
 

原
則
と
し

て
市
内
に
住
所
ま
 

た
は
本
籍
の
あ
る
方
。
 

二
、
申
込
み
の
方
法
 

一
世
帯
一
区
画
と
す
る
。
 

m
、
受
付
日
時
 

二
月
十
五
日
か
ら
受
付
し
ま
 

す
。
た
だ
し
日
曜
日
、
祝
祭
日
 

は
休
み
ま
す
。
 
（毎
日
午
前
九
 

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
、
土
曜
 

日
は
正
午
ま
で
で
す
。
）
 

②
、
受
付
場
所
 

市
都
市
計
画
課
 

⑧
、
必
要
な
圭
量
等
 

五
所
川
原
地
方
で
は
、
古

く
か
ら
正
月
の
飾
り
と
し
て
、
 

松
と

一
緒
に
、
し
め
縄
や
鏡

餅
に
つ
け
て
使
っ
て
い
ま
す

の
で
、
誰
で
も
知
っ
て
い
る

常
緑
の
低
木
で
す
。
 

長
者
森
平
和
公
園
使
用
許
可

申
請
書

（都
市
計
画
課
の
窓
口

に
あ
り
ま
す
。
）
 

．
印
か
ん
 

・

使
用
料
金
 

『
 

な
お
、
電
話
、
郵
便
で
の
申

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

三
、
予
約
使
用
許
可
証
の
交

付
及
び
位
置
の
選
定
 

m
、
申
請
書
を
提
出
の
際
 

娠
者

平

和
公

園
（

墓

地
公
園
一
 

永
代
使
用
料
を
納
入
し
て
い
た
 

だ
き
ま
す
。
 

②
、
納
入
後
、
予
約
使
用
許
 
 

可
証
を
交
付
し
ま
す
。
 

③
、
申
込
み
順
に
希
望
す
る
 

位
置
を
決
定
い
た
し
ま
す
。
 

使
用
開
始
の
時
期
 

昭
和
五
十
二
年
五
月
末
の
予

定
（
現
在
工
事
中
で
あ
り
、
ま

た
使
用
開
始
に
あ
た
り
所
定
の

事
務
手
続
の
た
め
。

）
 

埋
葬
場
所

の
広
さ
及
び

永
代
使
用
料
、
管
理
料
 

埋
葬
場

所
使

用
の
受

付
 

区
画
数
  
永
代
使
用
料
 

九
七
二
基
 
一
一o、（

加
娼
円
 

理
 
料
 

O
〇
円
 

三
、

〇
 

響
翫
蔽
行

一
了五
冒
 

〈
カ
ロ
ー
L
と

付
 

●

埋
葬
場
所

の
詳
し
い
位
置

は
受
付
場
所
に
備
え
つ
け
の
図

面
を
ご
参
照
下
さ
い
。
工
事
完

了
後
（
五
十
二
年
五
月
末
）
現

地
へ
行
っ
て
位
置
を
確
認
し
て

下
さ
い
。
 

●

許
可
証
交
付
後
の
埋
葬
場
 
 

所

（
区画
番
号
）
 

の
変
更
は
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
。
 

●

永
代
使
用
料

は
一
回
だ
け
納
入

し
て
い
た
だ
く
料

金
で
、
管
理
料
は

毎
年
納
入
し
て
い

た
だ
く
料
金
で
す
。
 

本
年
度
の
管
理

料
は
後
日
納
付
書

を
送
付
い
た
し
ま

す
。
 

●

そ
れ
ぞ
れ
の

埋
葬
場
所
は
境
界

石
で
区
画
さ
れ
、
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
 

の
地
下
納
骨
設
備
（
カ
ロ
ー
ト
 

）
が
つ
い
て
お
り
、
区
画
内
は

芝
生
（
高
ら
い
芝
）
仕
上
げ
で

す
。
 

六
、
墓
園
使
用
上
の
心
得

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
墓
園

の
使
用
権
を
取
り
消
し
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
 

m
、
管
理
料
を
滞
納
し
た
と

き
。
 

②
、
埋
葬
場
所
を
転
貸
し
た

と
き
。
 

⑧
、
許
可
の
目
的
以
外
に
使

用
し
た
と
き
。
 

囲
、
条
例
も
し
く
は
こ
れ
に

基
づ
く
規
則
に
違
反
し
た
と
き
。
 

（条
例
制
定
準
備
中
）
 

七
、
墓
石
等
を
設
置
す
る
と

き
の
注
意
。
 

墓
石
の
高
さ
は

一
・
一
冒
以

内
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

他
種
々
の
制
約
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
本
課
に
相
談

下
さ
い
。
 

そ
の
他
墓
園

使
用
に
つ
い
て

の
く
わ
し
い
こ

と
は
都
市
計
画

課
（
で
ん
わ
⑤
 

2
1
1
1
内
線
 

2
3
1
1
4
番
 

）
へ
お
た
ず
ね

下
さ
い
。
 

一
家
に
 
一
冊
 

ぜ
ひ
 
ど
う
ぞ
 

“市
年
表
ニ
月
末
日
発
（
り〈
 

一
 

、
内
容
 

イ
市
の
古
墳
時
代
か
ら
、
現

代
ま
で
 

ロ
本
文
一
三
〇
頁
、
写
真
三

三
頁
、
総
頁
数
約
一
七
〇

頁
 

ハ
規
格
は

B
5
版
、
全
ア
ー
 

ト
紙
 

一
 

二
 
実
費領
価
 
一
、
二
（
又
】
円

一
 
一
 一
、申
込
先
一
迫
奉8

割
二
c
c
F」
 

二
月
二
十
日
ま
で
市
教
育
 

委
員
会
社
会
教
育
課
へ
 

（雷
）⑤
二
一
一

一
内
二
五
〇
）
 

!！
●
・
！・
・
，・
 

‘で
！
!
 

野
草
と
野
鳥
の
散
策一
 

工
ソ
ユ
ス
リ
ハ
（
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科
）
 

譲
葉
は
、
そ
の
葉
の
新
旧

入
れ
か
わ
り
が
著
し
く
目
立

っ
た
め
に

つ
け
ら
れ
た
名
で
」
 

親
が
子
に
め
で
た
く
後
を
ゆ

ず
る
こ
と
が
出
来
妬
と
い
う

こ
と
等
か
ら
、
飾
る
よ
う
に

な
っ
た
も
の
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
 

《
！
・
・
！
●
…
 

・
ニ
ニ
！
!
 

ユ
議
嚇
 

面
 
積
 

！
『！
!
,
:
!
?！
・‘
！
●
ニ
一
！
 
!
!
!？・
・
！
・
」

・・
ニ
」
」
！
1
一一
一
一
！
●
「
・●
・！
！
・
・
昌
】
！

!
 

五
所
川
原
地
方
で
使
わ
れ

て
い
る
譲
集
は
 
「エ
ゾ
ユ
ズ

リ
ハ
」
と
い
わ
れ
る
北
方
系
 

‘
の種
類
で
す
。
市
内
で
は
飯

詰
山
や
発
珠
山
で
自
生
を
見

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
黒
い

実
を
つ
け
て
い
ま
す
の
で
近

頃
使
わ
れ
て
い
る
赤
い
実
の

ツ
ル
シ
キ
ミ
と
は
、
す
ぐ
区

別
が
で
き
ま
す
。
 

一
 

！!
 

！一
一
！
！
・

●
ニ
一！!
 

‘川””"I川.......... 	.III 	H.................uuII.,",IuLIH.・l,fl...... 

置
 

位
 

地下糾階施波(iロート） 

（南が施設丁うtの） 

コンク,一「製 



一
野
坪
小
学
校
 

全
国
農
協
連
合
会
主
催
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
に
同
校
か
ら
五
点

応
募
、
見
事
に
農
林
大
臣
賞
を

獲
得
、
三
年
生
小
野
真
都
美
さ

ん
、
同
お
母
さ
ん
、
指
導
の
倉
 

内
先
生
が
上
京

し
受
賞
式
に
出
 

席
し
、
学
校
賞
 

副
賞
に
図
書
券
十
万
円
、

個
人

真
都
美
さ
ん
に
は
図
書
券
五
万

円
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
快

挙
の
原
動
力
と
な
っ

た
真
都
美

さ
ん
の
作
文
「
雨
の
日
の
で
き

ご
と
」
 
は
、大
雨
の
タ
方
稲
を
 

心
配
し
て
田
ん
ぼ
に
出
て
行
っ
 

全
国
農
業
共
済
連
合
会
主
催

た
父
、
待
ち
き
れ
ず
、
身
仕
度
 
書

道
コ
ン
ク
ー
ル
文
部
大
臣
賞

し
て
父
の
後
を
追
っ
た
母
、
心
 
を

松
野
木
小
学
校
三
年
生
中
川

細
が
る
小
さ
な
弟
妹
を
い
た
わ
 

伸
吾
君
が
見
事
に
獲
得
。
 

り
な
が
ら
父
母
を
心
配
し
て
待
 
本
人
の
作

品
は
県
大
会
で
特

つ
心
情
と
、
ず
ぶ
ぬ
れ
に
な
ヂ
 

選
に
な
り
全
国
大
会
に
出
品
さ
 

に
農
林
大
臣

賞
 

m
こ
の
誘
m
 

口
文
部
大
田

賞
 

監
穀
膿
 

て
稲
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
と
帰
 

た
も
の
で
す
。
二
月
四
日
に
両

っ
て
き
た
父
母
を
迎
え
る
喜
び
 

親
、
指
導
の
片
岡
先
生
と
共
に

な
ど
農
家
の
或
る
日
を
感
動
的
 
東

京
で
の
受
賞
式
に
出
席
の
予
 

に
書
き
上
げ
た
も
の
で
す
。
 

定
で
す
。
 

魂
Ww
 

小
野

さ
ん
（

作
文
）
 

中
 
川
 
君
（
書

道
）
 

④
 ロ

万
 

。
u
 

9
 

3
 

（第 3種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 	 昭和52年（1977年）2 月I日 

下記の日程により開催しますのでご出席下さい。 

所得税確定申告の説明会 

‘説明会に出席される際は、必ず同封の説明書、申告用紙等をご持参下さい。 

‘あなたの都合のよい日時の会場に出席されてもけっこうです。 

‘説明会終了後、個別相談コーナーも開設しておりますのでご利用下さい。 

日 	時 場 	 所 業 種 団 体 等 

2 月 2 日（水）午前1(〕時 津軽信用金庫五所川原支店 農 機 具 協 会 

2 月 3日（木）午後 1時 ホ テ ル 	「サ ロ ン」 旅館環境衛生同業組合 

ク 津軽信用金庫五所川原支店 石油商業協同組合 

2 月 4 日（金）午後 1時 東町 「民謡酒場」 料 飲 店 組 合 

2 月 5 日（土）午後 1時 五所川原商工会議所 自動車整備振興会 

2 月 7日（月）午前10 寺 五所川原電気工事業組合 電気工事業組合 

2 月 8日（火）午前 9時半 市 農 協 会 議 室 譲 渡 所 得 者 

’ 	午後1時半 、 	ク ク 

2 月 9日（水）午前1（用寺 市民文化会館（ 2 階） 一 般 申 告 者 

振1時半 ク ク 

2 月10日（木）午前1OH寺， ク ク 

午後1時半 ク ク 

《
￥
早
￥
早
￥
早
￥
早
￥
早
￥
早
￥
早
￥
早￥
早
￥
早
￥
早￥
早
早
早
￥
早￥
早
￥
早
￥
早
早
早
￥
早
￥
早玲
玲
早
早
早
早
￥早
￥
早
￥
早
￥
早
早
早￥
．
早
森
 

《
 

ス
 

ト
ト
ト
 
進
、

発
珠
山
脈
を
横
断
し
、
東
 
“
 

*
 
(

‘
、

一J
J
 

ド
 

？
 
『
「
J
 

‘
、
J
 

の
分
か
れ
目
と
な
り
そ
う
だ
。
 
叫
 

女
 

》
、

（
、

『
 

i
 
l
 

'
 
，
 

‘
ノ
ー
“
ー
 

‘
ー
 

「ノ
 

片
 

)
 ‘
、
 
誉

に水
、ジ
ュース
、ス
ポ
ノ
ジ
 
醸
鷺

難
鉢
吾
”
鷲
 

女
 

己
仁
 

ー
 
ノ
 

ー
 

J
．一
 

「
 

I
 
ノ
．
一
 、
ユ
 
ー
 
ー
 
．
 
】
I
J
 
"
 

（
 

等
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
選
手
 

も
苦
し

い
。
上
り
つ
め
れ
ば
下
 
糾
 

》
 

国
体
の
最
終
日
に
自
転
車
の
 
は

自
由
に
車
上
か
ら
そ
れ
を
と
 
り
に

な
る
が
、
ス
ピ
ー
ド
が
あ
 
（
 

「
智
軒
競

話
鋸

勲
麟
振
m募
噴
と
田
 
託
慧
競
編
め
接携
《
 

幸
 

ー
 

ー
J
ー
 
「
i
 

ー
 

ー
 
ー
 

ノ
 

ー
 

‘
 
ー
 
“
 

玲
 

《
 
た
っ
て
い
る
の
で
、
概
況
を
お
 

こ
の
間
の
平
均
時
速
は
、
三
 
ブ

に
は
古
タ
タ
ミ
な
ど
張
り
危
 
（
 

姉
 
知
ら
せ
し
た
い
。
 

十
ー
四
十
キ
ロ
、
見
通
し
の
よ
い
 

険
を
防
止
し
ま
す
。
 

“
 

《
 
△
と
き
 
十
月
七
日
（
金
）
 

と
こ
ろ
で
は
五
十
キ
ロ
と
い
う
か
 

油
川
の
ゴ
ー
ル
に
入
る
の
は
 
“
 

《
 △
距
離
 
百
三
十

・
一
血
 

ら
、
免
許
と
り
た
て
の
車
の
運
 

成
年
組
が
九
時
十
二
分
ー
四
十
 
叫

一
 △
選
手
 
成
年
、
少
年
組
と
も
 
転

な
み
、
と
い
う
と
こ
ろ
か
o
 

二
分
、
少
年
組
が
九
時
四
十
分
 
”
 

＼

各
九
十
二
人
（
各
県
四
人
）
 

川
除
を
通
り
、
三
好
橋
を
渡
る
 

ー
十
時
十
分
、
い
ず
れ
に
』
了
《
 

麟
麟
麟
 

女
 

‘
 
ー
！
 
ー

ー
 
ー
 
ー
 
ノ
ー
 

ー
 
ノ
 
ー
l
J
 

ー
 

ー
 

‘
 

ー
ー
 

ー
．
 

片
 

》
 
（成
年
組
）
、
三
十
分
遅
れ
少
 
る
こ

と
に
な
る
。
福
井
を
通
り
 
走

破
す
る
の
だ
か
ら
高
度
の
技
 
“
 

《
年
組
が

ス
タ
ー
ト
す
る
。
油
川
 
沖
飯
詰

に
至
っ
て
、
新
し
く
舗
 
術
、

体
力
、
強
靭
な
精
神
が
必
 
叫
 

《
 
を
出る
と
、
右
に
青
森
湾
を
眺
 
装
さ
れ

た
一
直
線
の
農
免
道
路
 

要
な
競
技
で
あ
る
。
選
手
の
あ
 
（
 

《
 め
、
蟹
田
に
入
っ
て
左
に
転
じ
 
を
飯
詰
に

向
か
う
o
短
い
距
離
 

と
先
に
は
、
た
く
さ
ん
の
車
両
 
“
 

一
 大
平
か
ら
の
上
り
下
り
の
林
道
 
だ
が
、

こ
こ
は
、
ス
ピ
ー
ド
が
 

が
付
き
添
う
か
ら
、
道
路
の
横
 
（
 

《
 を
今
泉
に
向
か
う
o

こ
こ
か
ら
 
出

そ
う
だ
o
津
鉄
の
踏
切
通
過
 
断
や

飛
び
出
し
に
注
意
し
、
砂
 
糾
 

（

市
浦
村
相
m

に
行
き
、
十
三
湖
 
が
、

八
時
二
十
（
一
分
口九
十
五
 
和

や
小
石
山
事
故
の
も
と
に
か
 
”
 

女
 
ー
、．

イ
‘
1
1
 ー
ー

z
l
 

ニ
マ
 
ノ

ー
 

z
ー
 

ノ
 
「

ノ
 
ー
 
ノ
 
ノ
 
1
1
J
ト
‘
，
 

ー
‘
 

玲
 

一
 
の橋
を
渡
り
、
車
力
村
富
や
ち
 
分
頃
。

こ
こ
ま
で
の
距
離
は
、
 

る
の
で
拾
っ
て
や
り
、
わ
ず
か
 
？

一
 
部
落
に入
る
。
こ
こ
ま
で
来
る
 
約
九

十
キ
ロ
、
少
年
組
の
ト
ッ
プ
 

》
一
、一ニ
時
間
の
競
技
だ
か
ら
沿
 
“
 

《
 と
全
コ

ー
ス
の
半
分
を
走
破
し
 
グ

ル
ー
プ
が
成
年
組
に
割
り
込
 

道
で
心
か
ら
の
声
援
を
送
っ
て
 
“
 

一
 た
こ
と
に
な
り
、
道
路
端
に
天
 
ん
で

来
そ
う
だ
o
飯
詰
ダ
ム
か
 

や
り
た
い
も
の
で
あ
る
o
 

?
 

鍔

懇
一
難
郵

一
『勃

踊
婆
お
鍵

難
線

ー
￥
早
羊
早
早
早
￥

早
￥
早
孟
￥
早
￥
早
羊
早
￥
《
 

幸
早
羊
早
￥
早
￥
早
￥
早
￥
早
￥
早
￥
早
羊
早
羊
早
￥早
羊
早
￥
早￥
早
早
早
早
早￥
早
￥
早
￥
早
羊
早
早
早
￥
早
羊
早
早
早
￥早
￥
早
￥早
￥
早
￥
早
羊
早
￥
玲
 

市
で
は
、
市
民
の
日
常
の
悩
  

当
日
は
、
午
前
十
時
か
ら
午
 
支

部
、

青
森
地
方
法
務
局
五
所

み
、

困
り
ご
と
、

心
配
ご
と
を
  

後
三
時

ま
で
行
な
い
ま
す
の
で
  

川
原
支
局
、

五
所
川
原
税
務
署

解
消
し
、
明
る
く
楽
し
い
家
庭
 
お

気
軽
に
お

い
で
下
さ
い
。
 
 

五
所
川
原
警
察
署
、
五
所
川
原

生
活
を
築
い
て
も
ら
う
た
め
、
 
 

次
の
機
関
が
相
談
に
あ
た
り
 
公
共

職
業
安
定
所
、
五
所
川
原
 

二
月
十
四
 

日
（
月
）
 

市
民
文
化
 

ぐ
無
料
「猫
市

民
相
談
所
」
ー
 

」
木轟
 

十
匹
日
！
市
民
ム
，館
で

I
l
 
川
原商
工
 

会
館
第
一
集
会
室
で
「

一
日
総
 

相
談
は
す
べ
て
無
料
で
す
。
 

 

会
議
所
、
五
所
川
原
人
権
擁
護
 

合
市
民
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
 
▽
相
談

機
関
 

委
員
協
議
会
、
行
政
相
談
員
、
 

す
。
 

青
森
家
庭
裁
判
所
五
所
川
原
 
五
所

川
原
社
会
福
祉
協
議
会
。
 

「
 
、
ノ
 
』
 

国
体
だ
』
霞
 
勢
彰
刻
餐
鰭
臨
（
 

（
 
、
ン
 
レ
 

国
体
だ

・
一
 

r
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4
1

・
 
難
通
路

の
確
保
 

ノ
 

ノ
 

木
造
家

屋
は
注

意
 
ノ
 

大
雪
に
よ
る
雪
害
が
各
地
で

ひ
ん
発
し
て
い
ま
す
が
、
と
く

に
木
造
の
住
家
な
ど
は
、
屋
根

の
雪
お
ろ
し
に
つ
と
め
、
五
十

せ
以
上
の
雪
を
屋
根
に
の
せ
な

い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
 

道
路
上
、
ま
た
は
隣
家
、
隣

地
な
ど
に
屋
根
雪
が
落
下
す
る

お
そ
れ
の
あ
る
個
所
は
、
雪
止

め
な
ど
の
防
止
そ
置
を
し
、
事
 
 

故
や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
発
生
、
 

防
ぐ
こ
と
。
道
路
上
に
は
、
絶

対
雪
を
投
げ
捨
て
な
《
こ
と
。
 

出
入
り
ロ
の
除
雪
、
排
雪
に

つ
と
め
、
非
常
の
場
合
に
備
え

て
下
さ
い
。
と
く
に
病
院
、
映

画
館
、
集
会
場
、
デ
パ
ー
ト
、
 

旅
館
、

ァ
パ
ー
ト
、
寄
宿
舎
、
 

養
老
院
、
学
校
な
ど
人
の
多
く

出
入
り
す
る
屋
外
階
段
、
避
難
 
 

通
路
な
ど
は
常
時
機
能
を
確
保

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

雪
お
ろ
し
の
際
は
、
電
線
に

絶
対
触
れ
な
い
よ
う
に
し
て
下

さ
い
。
 

・

、
、
！

I、
ノ

・
、く

く
く
？

J
'
 

市
立
西
北
中

央
病
院
で
は
、
 

こ
の
た
び
起
債
 

（昭
和
五
十

一

年
度
国
民
年
金

還
元
融
資

）
一
ニ

〇
〇
〇
万
円
を

う
け
医
療
器
械

の
購
入
を
行
な

い
ま
し
た
。
そ

の
主
な
も
の
は

次
の
よ
う
な
も

の
で
す
。
 

☆
大
腸
フ
ア
イ

バ
ー
ス
コ
ー
プ
 

大
腸
の
全
長
に
わ
た
り
、
 

病
変
を
直
接
目
で
み
る
こ
と

が
出
来
る
の
で
、
癌
な
ど
の

診
断
に
役
立

つ
。
 

☆
テ
ー
プ
心
電
計
 

☆
心
音
計
 

潜
在
的
な
心
疾
患
の
発
見

に
威
力
を
発
揮

す
る
。
 

☆
全
自
動
酵
素
活
性
測
定
器

☆
シ
ス
テ
ム
光
度
計
 

い
ず
れ
も
自
動
的
に
血
液

な
ど
の
生
化
学
的
検
査
が
す

ば
や
く
検
査
出
来
る
。
 

☆
レ
ン
ト
ゲ
ン
フ
イ
ル
ム
の
自

動
現
像
器
 

九
〇
秒
で

フ
イ
ル
ム
の
現

像
が
出
来
、
現
在
の
二
分
の

一
の
時
間
で
す
む
。
 

そ
の
他
自
動
呼
吸
装
置
付
麻
酔

器
の
増
設
、
未
熟
児
用
保
育
器

婦
入
科
診
察
台
の
更
新
、
手
の
 
 

手
術
器
械
、
耳
鼻
科
の
最
新
の

診
断
手
術
器
械
な
ど

の
購
入
を

お
こ
な
っ
て
お
り
、
 一
層
の
医

療
の
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
 

て除厄祈願祭 
\ - 2月26『アラス力」で 

簡
易
保
険
は
大
正
五
年
創
業

以
来
六
十
年
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
間
み
A
4
さ
ま
か
ら
、
お

預
り
し
ま
し
た
保
険
料
は
、
各

種
支
払
い
の
準
備
資
金
と
し
て

積
立
て
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
政

府
機
関
、
地
方
公
共
団
体
を
通

じ
、
地
元
に
還
元
さ
れ
、
学
校
、
 

病
院
、
道
路
、
住
宅
な
ど

の
建

設
資
金
と
し
で
役
立
て
ら
れ
、
 

当
五
所
川
原
市
に
も
九
億
三
千

万
円
の
融
資
が
あ
り
、
明
る
く

住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
役
立
て

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
 

◇
対
象
者
 

男
、
昭
和
十
一
年
四
月
二
日
ー
 

昭
和
十
二
年
四
月
一
日

女
、
昭
和
二
十
年
四
月
二
日
ー
 

昭
和
二
十

一
年
四
月
一
日

◇
と
き
 
二
月
二
十
六
日
（
土
）
 

午
後
一
時
か
ら
 

◇
と
こ
ろ
 
ア
ラ
ス
カ
（
本
町
）
 

◇
会
費
 
男
 
六
、
〇
〇
〇
円

女
 
五
、
〇
〇
〇
円

◇
申
込
受
付
 
二
月
五
日
ー
一
一

月
十
五
日
ま
で

な
お
、
該
当
者
に
は
ハ
ガ
キ

で
御
通
知
申
上
げ
ま
十
急か
、
万

一
御
通
知
も
れ

の
方
が
あ
り
ま

し
た
ら
申
込
先
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。
 

◇
申
込
先
 
会
費
を
添
え
て
各

市
役
所
支
所
及
び
市
教
育
委
員

会
渋
谷
幽
光
ま
で
 

除
厄
祈
願
祭
実
行
委
員
会
 

郵
政
省
で
は
、
簡
易
保
険
の

一
層
の
普
及
を
は
か
る
た
め
、
 

大
蔵
省
、
自
治
省
、
文
部
省
な

ど
の
後
援
に
よ
り
、
 一
月
か
ら

三
片
三
十
一
日
ま
で
 
「明
る
い

く
ら
し
の
設
計
簡
易
保
険
新
加

入
運
動
』
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
 

こ
れ
を
機
会
に
、
明
る
く
住

み
よ
い
街
づ
く
り
と
保
障
の
あ

る
豊
か
な
く
ら
し
の
設
計
に
、
 

簡
易
保
険
に
ご
加
入
く
だ
さ
る

よ
う
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。
 

（五
所
川
原
郵
便
局
）
 

雪による倉庫の倒かい 

医療器機を整備 
国民年金の還元融資で 

お年玉つき年賀はがき当せん番号 ー
お
年
玉
賞
品

の
交
換
は

J

え
頭
いま
すc
 

早
目
に

《
年
賀
は
が
き

》

L
 な
お
、
交
換

お
年
玉

つ
き
年
賀
は
が
き
の
 
期
間
は
一

月
二
〇
日
か
ら
七
月

当
選
番
号
は
茨
の
と
お

り
で
す
。
 

十
九
日
ま
で
で
す
。
 

ど
う
ぞ
お
早
目
に
、
お
取
り
換
 
五
所

川
原
郵
便
局
 

等級 品 	名 組 番 号 

折りたたみ式
自転車 

各組共通 

152991 

699043 

999907 

A 	組 513927 

。
一
 

腕 時 計 

各組共通 
下5けた 

97585 

A 	組 
下5けた 

74314 

っ
。
 

 

封筒とグリー 
テイング力ー 
ドのセット 

各組共通 

下3けた 

361 

185 

4
  

お年玉 
切手シ一ト 各組共通 

"
  

怯
 0
8
 1
0
 
0
2
 

 

製
鶏
疑
勲
ロ
レ
 



お 

し 

ら 

せ 

コ
図
書

購
入
費
に
と
百
万
円
ー
 

ノ
 

青
森
県
信
用
組

合
で

ー
 

』
 

⑥
 昭和52年（1977年）2月 1日（393号） 広報ごしょがわら （第3種郵便物認可） 

市県民税の申告相談 
今年も市民税、県民税の申告時期がまいりました。市では、 

皆さんに対するサービスと税の正確を期するため、次の日程に

より申告相談に応じます。どうぞ、お気軽においで下さい。 

’魯昭和52年度市 県民税申告書は申告相談会場に備付‘ナしてあります。 

地区 「月日 」曜 相 談 会 場 J 時 	間 対 象 区 域 

七
 
和
 

ワ】
シ

2

ラ 

14ク
15 

月
多
火
ク
 

羽野木沢公民館 
高 野 公民館 
羽野木沢公民館 
前田野目公民館 

9 : oo~ 15 : 00 
4 	 ク 

ク 	 ク 

ク 	 ク 

原子、俵元 
高野 
羽野本沢、持子沢 
前田’f「」 

長
 
橋
 

っ］ク2
多 

16ク
17 

水
ク
木
ク
 

長 橋 支 所 
松野木小学校 
長 橋 支 所 
松野木小学校 

9: 00- 15 : 00 
ク 	 ク 

ク 	 ク 

’ 	 ク 

豊
  

福

、
杉
石

井
野
里
山

浅
松
野
若

山
福
派
田
  

、
岡
立
坂
 
 

、
木

、
、
 
 

成
 
神
戸
 
山

沢
 

賃 
2
1
8
2
1
9
 

 

医
H
  

梅 沢 支 所 
ク 	 ク 

9 : 00- 15 : 00 
9: 00- 12 : 00 

梅
 
臥

ク
 

”

ク
 

中
 
川
 

響
  

H
火
み
 

中 川 支 所 
ク 	 ク 

沖飯詰小学校 

g: 00~is: 00 
ク 	 ク 

ク 	 ク 

川
種
桜
 
山
井

田
 
泊
飯
 

中
沖
 

士
口
 

毘
沙
門
  

l 23 
プ
r
  

長 富集会所 

毘沙門小学校 

9: oo~is: 00 

、 

長富 

毘沙門 

栄 2
2
5
2
2
6
 

 

金 
土 

	

栄 	支 	所 

	

ラ 	 ク 

一
 
に

J
  
9
 
0
 
0
 
1
 
0
 
0
 

 

・

！
 
ク
 

・
 

ク
 

稲実、姥やち 
七ッ舘、広田 

松
 
島
  

281
2 

h乙 

っ。nJ 

月’ 

奈 

、 島 支 所 

ク 	
“ 
	ク 

「
・
 

叩
 森帯尾、米田、唐笠柳 

吹畑、石岡、金山 
一野坪、太刀打、松島
町、十川町 

飯
 
詰
 

舞
  

木
金
土
 

飯 詰 支 所 
ク 	 ク 

ク 	 ク 

9 : 00- 15 : 00 
， 	 ク 

9: 00- 12: 00 

橋上、下岩崎 
橋ト 
, 

云
一
 
好
 
 

3
.7
3
83.9

  

月
火
水
 

三 好 支 所 
ク 	 ク 

う 	 ク 

9 : 00- 15 : 00 
り 	 ク 

ク 	 ク 

町
  難

  

本
 

庁
  

3 ・10 木
  

市民文化会館 9: oo~is: 00 
湊、湊団地、栄町、~~ 

果議製自ぐ麟 

3 ・11 金
  

ク 	 多 ク 	 ク 

弥生町、布屋町、鎌『i 
町、一ッ谷，島森、~目
園調布、霞ケ片 

3・12 土
  

ク 	 ク 

旭町、雛田町、敷島四
上平井町、中平井町、 
下平井町、幾世森 

3 ・14 月
  

ク 	 う ク 	 ク 
幾
末
 
島
広
 
田
田
 

柏柳
岩
 
原
町

木
 
田
 

、
田
 

L
新
L
 

錦
宮
芭
 
町
町
蕉
  

3 ・15 火
  

ク 	 ク ク 	 ク 鶏白認満昔贈き 
川端町 

3・16 水
  

ク 	 ク ク 	 ク 

小曲、田川、大町、本
町、東町 

青
森
県
信
用
組
合

の
白
鳥
大

八
理
事
長
は
、
こ
の
ほ
ど
市
を

訪
れ
、
市
立
図
書
館
の
図
書
購

入
費
の
一
部
に
役
立
て
て
下
さ

い
と
現
金
百
万
円
を
寄
贈
し
、
 

佐
々
木
市
長
に
目
録
を
手
渡
し

ま
し
た
。
ー
写
真
下

ー
 

白
鳥
理
事
長
は
、
 
「
県
内
信

用
組
合
の
合
併
を
記
念
し
、
日

頃
の
ご
協
力
に
感
謝

し
た
い
」
 

と
語
っ
て
い
ま
す
。
 

農
業
者
年
金
 

昭
和
五
＋
二
年

一
月
一
日
か

ら
年
金
額
の
引
き
上
げ
を
中
心

と
し
た
法
律
の
改
正
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。
 

今
回
の
制
度
改
正
は
 

△
年
金
額
の
引
き
上
げ

全
ハ

〇
歳
か
ら
六
四
歳
ま
で
の
経
営

移
譲
年
金
〉
金
額
は

月
額
、
 
（
 

）
内
は
改
正
前
の
額
 

△
五
年
納
付
 
二
万
六
千
円
 

（
一
万
七
千
六
百
円
）
△
六
年

納
付
 
二
万
七
千
七
百
三
十
三

円
（

一
万
八
千
七
百
七
十
三
円
 

）
△
二
十
年
納
付
 
五
万
二
千

円
（
三
万
五
千
二
百
円
）
△
一
一
 
 十

五
年
納
付
 
六
万
五
千
円
（
 

四
万
四
千
円
）
△
三
十
年
納
付

七
万
八
千
円
（
五
万
二
千
八

百
円
）
△
三
十
五
年
納
付
 
九

万
千
円
（
六
万
千
六
百
円
）
△

四
十
年
納
付
 
十
万
四
千
円
（
 

七
万
四
百
円
）
 

＠
六
十
五
歳
以
降
の
経
営
移
 

一
万
三
千
円

（
八
千
八
百
円
）
 

△
二
十
五
年
納
付
 
一
万
六
千

二
百
五
十
円

（
一
万
千
円
）
△

三
十
年
納
付
 

一
万
九
千
五
百

円
（
一
万
三
千
二
百
円
）
△
三

十
五
年
納
付
 
二
万
二
千
七
百

五
十
円
（

一
万
五
千
四
百
円
）
 

△
四
十
年
納
付
 
二
万
六
千
円
 
 

と
も
適
格
な
経
営
移
譲
と
認
め
 

」
経
営
移
譲
年
金
を
支
給
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

△
離
農
給
付
金
の
引
き
上
げ

経
営
移
譲
年
金
の
給
付
水
準

の
引
き
上
げ
b
対
応
し
、
支
給

額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

①
高
齢
の
た
め
農
業
者
年
金

に
加
入
で
き
な
い
人
は
、
七
十

七
万
円
が
百
十
四
万
円
に
 

②
そ
の
他
の
人
は
、
三
十
三

万
円
が
四
十
九
万
円
に
、
そ
れ

ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

詳
し
く
は
農
協
、

ま
叱
は
市

農
業
委
員
会
に
お
た
ず
ね
下
さ
 

い
。
 

横
 

ー
制

度
改
正

の
お
知
ら

せ
ー
 

譲
年
金
は
、

こ
の
額
の
十
分
の
 

（
一
万
七
千
六
百
円
）
 

一
と
な
り
ま
す
。
 

△
後
継
者
に
対
す
る
経
営
移

△
〈
農
業
者
老
齢
年
金
〉
六
 

譲
要
件
の
改
善
 

十
五
歳
か
ら
給
付
 

後
継
者
に
対
し
て
経
営
移
譲

△
五
年
納
付
 
三
千
二
百
五
 

を
行
な
う
と
き
、
所
有
権
の
移

十
円
（
二
千
二
百
円
）
△
」ハ
年
 

転
（
登
記
）
す
る
の
が
本
筋
で

納
付
 
三
千
九
百
円
（
二
千
六
 

し
た
が
、
今
回
の
改
正
で
「
後
 

百
四
ト
円
）
△
二
十
年
納
付
 

継
者
に
自
分
の
農
地
を
貸
す
プ
ー
 

ロ
零
謄
蛾
加
ロ
 

（
お
早
目
に
中
告
を
》
 

昭
和
五
十

一
年
分
の
「
贈
与

税
」
の
申
告
と
納
税
は
、
二
月

一
日
か
ら
、
 「
所
得
税
」
の
確

定
申
告
と
納
税
は
、

二
月
十
六

日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
受
付
が
始
ま
 

ま
す
と
税
務
署

の
窓
口
が
大
変

混
雑
し
ま
す
の
で
、
申
告
は
で

き
る
だ
け
早
く
済
ま
せ
ま
し
ょ
 

ら
ノ
。
 

申
告
書
の
書
き
方
は
、
 
「
所

得
税
の
確
定
申
告
の
手
引
き
」
 

や
「
申
告
書
の
書
き
方
」
を
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
書
 
 

の
書
き
方
な
ど
で
、
わ
か
ら
な

い
点
や
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
確

定
申
告
の
説
明
会
や
、
最
寄
り

の
税
務
署
又
は
税
務
相
談
室
な

ど
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

《
に
せ
税
理
士
に
御
注
意
〉
 

ま
た
、
こ
の
時
期
に
は
“
に
 

税
者
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が

多
い
の
で
、
税
金
に

つ
い
て
依

頼
さ
れ
る
と
き
は
、
正
規
の
税

理
士
か
ど
う
か
を
確
認
し
ま
し

よ
う
。
正
規
の
税
理
士
で
あ
る

か
ど
う
か
は
税
務
署
や
税
理
士

会
に
お
尋
ね
に
な
れ
ば
す
ぐ
わ

か
り
ま
す
。
 

り
ま
す
。
こ
の
申
告
納
税
期
限
 

せ
税
理
士
）
が
横
行
し
ま
す
。
 

些

ニ
月
十
五
日
ま
で
と
な
っ
て
 
“

に
せ
税
理
士
〈
は
、
法
律
に
 

雛
麟
編
鵬
馨
署
だ
ょ舞
 
譲
篇
恭
 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
願
い
ま
す
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